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CRT栃木放送『開倫塾の時間』 2011年 3月 26日(土)放送内容資料

2011年 3月 22日(火)
午前 9:00～ 9:10
CRT 両毛支局(足利市)にて収録

Return To Basic

－ものごとを基礎、基本から考え直そう－

開倫塾

塾長 林 明夫

１．はじめに

(１)まず、大震災で被災された方、また、避難生活をお送りの方には心からお見舞い申し上げます。

様々な形で人々の生命と生活を守るためのお仕事や支援活動を行っておられる方には心からお礼

申し上げます。ありがとうございます。

(２)3月 11日の東北・関東大震災から 2週間が経過しました。この放送をお聴きの皆様はどのよう
にお過ごしでいらっしゃるでしょうか。様々な現実が明らかになり、現在の生活をどうするのか、

これからの生活をどうするのかをお考えの方も多いと思います。

(３)私は、今一番大切なことは、このような一人ひとりの生活だけではなく、国家の危機、地方の

危機、企業の危機の非常時にはすべてのものごとを Return To Basic 基本にもどる、ものごとを基
礎、基本から考え直すことが大切かと思います。

２．Return To Basic－ものごとを基礎、基本から考え直そう
(１)個人の生活は simpleを目指そう－質素、倹約もその一つ－ 《もったいないの精神》

①「朝何時に起きて夜何時に眠る」という個人の生活パターンをゼロから考え直して、あるべき

姿にもどすことも大事。

(ア)「計画停電」中は何をするかを考えることも大事。

(ⅰ)横になりじっと目を閉じ、いくつかの科目についてその日に勉強したことや、今まで勉

強したことを思い浮かべるのもよい勉強。

(ⅱ)明治時代の外務大臣小村寿太郎は、眼の病気をしたとき、夜に眼を休めるため、暗い中

その日に勉強したことをすべてもう一度思い出して、英語力を身につけ、世界を相手に日

本の外交を展開したと言われています。

(ⅲ)このように時間の使い方を根本から考えることが第一。

②どのようなもの、物質を身近に置くのか。

(ア)自分が外出するとき－ ・カバンの中に入れるもの

・服装

・くつ

(イ)自分の家の中

(ⅰ)机の中、机の上
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(ⅱ)自分の部屋

(ⅲ)家の中

(ウ)職場や学校、活動する場－すべて見直しを

③自分の活動領域

(ア)自分が一番しなければならないことは何か

(イ)優先順位を決める

(ⅰ)勉強

(ⅱ)仕事

(ⅲ)スポーツ、趣味

(ⅳ)できれば社会活動－社会的問題を解決する活動

＊ NGO、NPOや社会起業(Social Enterprise)
〔私の場合は…〕・ユネスコ

・学校支援

・キワニスクラブ

・経済同友会、経営者協会、商工会議所

(２)社会の動きもすべて考え直そう

国や地方自治体(都道府県や市町村)、公的部門(パブリック・セクター)

(３)企業や様々な社会的団体のあり方もすべて考え直そう

次回以降、少しずつ考えたい。

ラジオをお聴きの皆様も是非お考え下さい。

お便りを待ちしています。

326-8505 林 明夫

― 2011年 3月 22日記―


